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1. はじめに 

1.1. 本書について 

本書は、NEC Hyper Converged System (NEC HCS)に用いられる NEC Hyper Converged System Console 

(NEC HCS Console),VMware ESXiおよび VMware vCenter Serverにより構成される VMware vSAN（本書

では、以降、「vSAN」と表記します）環境の管理および運用操作について記載しています。 

【重要】 

本書では、ESXiサーバとしてExpress5800/R120hを使用したNEC HCS環境における操作手順が記載

されています。その他の装置をESXiサーバとして使用した場合、一部手順が異なる場合がありますので

ご注意ください。 

本書は、vSAN環境の運用を行う方を対象とし、特に VMware vSphere環境の操作経験を有する方に参照い

ただくことを想定して作成しています。 

本書は、vSANの操作手順、また、ハードウェア障害時の機材交換手順について最低限の内容を記載していま

す。本書に記載していない操作および設定については、VMware および NEC が公開しているドキュメントを参

照ください。 

 

[NEC] 

* VMware補足事項 

<https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?id=3140101729> 

「目次」で[VMware vSphere]をクリックしてください。 

 

[VMware] 

* vSphereのインストールとセットアップ 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/index.html> 

Webページ左のツリーで[▽ vSphere 7.0]の下に表示されている[ESXi and vCenter Server]をクリックして 

表示される項目から上記を選択し、参照ください。 

* VMware vSANの管理 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/index.html> 

Webページ左のツリーで[▽ vSphere 7.0]の下に表示されている[VMware vSAN]をクリックして 

表示される項目から上記を選択し、参照ください。 

 

  

https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?id=3140101729
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/index.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/index.html
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1.2. 用語の定義 

本書に記載されている用語の定義は以下のとおりです。 

名称 説明 

NEC Hyper Converged  

System(NEC HCS、HCS) 

Express5800 シリーズにコンピューティング機能とストレージ機能を統合

した仮想化基盤(HCI)製品。 

管理ノード HCSの構成品。クラスタノードを管理するための vCSAと管理VMを動作

させるための Expressサーバ 

クラスタノード HCSの構成品。VMware vSAN クラスタを動作させるための Expressサ

ーバ群 

Witness ノード HCS の構成品。VMware vSAN で 2Node 構成を行う際に必要となるサ

ーバ。HCSでは仮想アプライアンスのWitness ノードを使用する。 

管理 VM 管理ノード上で動作する、Windows Serverの仮想マシン。 

HCSの管理や、HCS Consoleの実行環境として使用します。 

NEC Hyper Converged  

System Console 

(NEC HCS Console) 

NEC Hyper Converged Systemをシンプルに運用管理するコンソールで

す。 

PVMService NEC Hyper Converged Systemの本体のサービスです。 

VMware ESXi (ESXi) 仮想化機能を提供する基盤ソフトウェアです。本ソフトウェアを導入したサ

ーバ上で仮想マシンが稼働します。 

VMware vCenter Server 

(vCenter Server) 

ESXi および vSAN クラスタの運用管理（操作、設定、障害監視、ジョブ管

理、稼働統計の管理）を行うソフトウェアです。 

VMware vCenter Server  

Appliance (vCSA) 

VMware vCenter Server と動作 OS を組み合わせた仮想アプライアン

ス。HCSでは vCSA を VMware vCenter Serverの実行環境として使用

します。 

VMware vSAN (vSAN) VMware ESXi上にソフトウェア定義ストレージ(SDS)を構築する機能。 

VMware vSphere Client 

(HTML5版) 

(vSphere Client) 

ESXiおよび vSAN環境を操作・管理するためのGUIツールです。本ツー

ルはWebブラウザ上で動作します。 

仮想マシン (VM) ESXiサーバ上で動作する仮想的な PC、およびサーバです。 

ゲスト OS 仮想マシンにインストールされた OSです。 

ハイブリッド構成 キャパシティ用のディスクとして HDDを使用した vSANの構成を意味しま

す。ハイブリッド構成の vSANにおいて、ESXiサーバは vSANのキャッシ

ュ用 SSD が 1 台以上と vSAN のキャパシティ用 HDD が 1 台以上接続

されている必要があります。 

オールフラッシュ構成 キャパシティ用のディスクとして SSDを使用した vSANの構成を意味しま

す。オールフラッシュ構成の vSAN において、ESXi サーバは vSAN のキ

ャッシュ用およびキャパシティ用として使用する SSD が合計 2 台以上接

続されている必要があります。 
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また、本書内に使用されている記号の定義は以下のとおりです。 

記号 説明 

【重要】 
環境の運用・操作にあたり、特に注意すべき事項、および、制限となる内容を記載してい

ます。 

[注意] 環境の運用・操作にあたり、注意すべき事項を記載しています。 

《参考》 
本書の操作に関連する補足事項、および、必要に応じて実施すべき事項について記載

しています。 

[A + B]を 

押下 

キーボードの Aキーと Bキーを同時に押下する操作を意味します。同様に 3つのキーを

同時に押下する場合、[A + B + C]を押下する、と表記します。 

 

1.3. VMware Knowledge Baseの表記について 

本書内には、VMware から vSphere/vCenter Server および vSAN に関する補足・追加情報を公開している

Knowledge Base(KB)のWebページを参照している記載があります。 

VMware Knowledge BaseWebページ 

<https://support.broadcom.com/web/ecx> 

※ Knowledge Base の技術情報は、<https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=>の末

尾に 7桁以下の数値を加えたWebページに掲載されています。 

本書では、(日本語訳の Web ページが存在しない場合を除き)日本語版の Knowledge Base の URL を参照

先として記載していますが、英語以外の言語による Knowledge Base は、内容が最新ではない場合がありま

す。参照される場合はご注意の上、必要に応じて英語版 Knowledge BaseのWebページを参照ください。 

《参考》 

VMware Knowledge BaseWebページは、使用するWebブラウザにより一部内容が表示されない場合

があります。VMware Knowledge BaseWebページを参照される場合、可能であれば、Google Chrome

またはMozilla Firefox、もしくはMicrosoft Edgeをご使用ください。 

 

  

https://support.broadcom.com/web/ecx
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1.4. NEC HCSの運用フロー 

本書では、定常時および非定常時の NEC HCSの運用手順について記載しています。 

非定常運用(障害調査復旧)時の運用フローを以下に記載します。 

 障害発生時の対応   

      

 

 

 

 

 

以下の手順を参照 

 2.管理ツールのログイン/ログアウト操作 

 3.1.状態監視 

      

 

 

    

      

 

 

   

以下の手順を参照 

 6.1.1.障害状態の確認 

 6.1.2.ESMPROによるHW監視 

      

 

 

   
 

     

 

 

 
 

 
以下の手順を参照 

 6.1.3.障害解析用のログ取得 

     

  

 

 

 

 

     

 

 

   

PPサポート、HW保守部門の指示に従い、 

障害対応を実施します 

<参考> 

NEC Hyper Converged System  
for VMware vSAN/TR, CR2.0 

運用ガイド（障害対応編） 

※ 入手にはNEC HCS for VMware  

   vSAN CRのPPサポート契約が必要 

      

 

 

   

以下の手順を参照 

 6.1.4.NEC HCS Consoleの情報更新 

 6.1.5.ハードウェア状態のリセット 

      

定常運用 

 

障害状態の確認 

 

情報収集 

PPサポートへ連絡 HW保守部門へ連絡 

障害対応を実施 

障害対応完了 

障害確認 

正常 

異常発生 

HW障害 

原因切り分け 

SW障害、原因不明 
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1.5. 事前準備 

稼働時の設定を確認する際に設定仕様(SG 仕様書)を参照頂く場合がありますので、お手元にご用意ください。 

ハードウェア製品に関する詳細を確認するには Express5800/100シリーズのユーザーズガイドをご用意 

ください。また、本製品は VMware vSphere ESXi、vSphereに含まれる VMware vSAN機能および 

VMware vCenter Serverのソフトウェア製品を利用します。VMware vSANおよび vCenter Serverに関する 

詳細を確認するために VMware製品の関連するドキュメントをご用意ください。 

NEC HCS Console、vCenter Serverなどの操作は管理 VMから行うことを想定しています。管理 VMに 

リモートデスクトップ接続可能なWindows端末をあらかじめ用意してください。 

vCenter Serverに接続可能な端末が存在する環境で、端末から直接 vCenter Serverを操作する場合は、 

端末は以下の URLに記載されている OS とブラウザを満たす必要があります。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vcenter.install.doc/GUID-EC80836B-

BE02-4CB2-9F40-15928AFB6E20.html> 

 

[注意] 

Windows端末と vCenterの接続に当たっては、vCenterが使用するポートの設定ならびに OS上の 

ファイアーウォールを設定し、必要なポートを手動で開く必要があります。 

ポート要件は以下 URLを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vcenter.install.doc/GUID-925370DD-

E3D1-455B-81C7-CB28AAF20617.html> 

 
 

【重要】 

vSAN環境では正引き逆引きの名前解決ができることが前提要件となっています。 

従って、SG仕様書に記載されているホスト名、ドメインサフィックスを事前にお客様ネットワークのDNSサー

バに追加頂く必要があります。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vcenter.install.doc/GUID-EC80836B-BE02-4CB2-9F40-15928AFB6E20.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vcenter.install.doc/GUID-EC80836B-BE02-4CB2-9F40-15928AFB6E20.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vcenter.install.doc/GUID-925370DD-E3D1-455B-81C7-CB28AAF20617.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vcenter.install.doc/GUID-925370DD-E3D1-455B-81C7-CB28AAF20617.html
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2. 管理ツールのログイン/ログアウト操作 

本項は、NEC HCS環境の管理・メンテナンスを行う際に使用する各種ツールのログイン及びログアウト手順に

ついて記載しています。 

3章の定常運用では NEC HCS Console を使用します。 

4章以降の作業では NEC HCS Console とその他の管理ツールも使用するため、必要に応じて 2.2章を参照

ください。 

2.1. NEC HCS Console 

本項では、定常運用で使用する NEC HCS Consoleのログイン/ログアウト操作について記載しています。 

 

ログイン操作 

 Webブラウザを起動します。 

 Webブラウザのアドレス欄に以下の URLを入力します。 

http:// <管理 VMホスト>/nechcs 

（管理 VMホスト）には、管理 VMの FQDN、または IPアドレスを入力してください 

 NEC HCS Consoleのログイン画面が表示されます。 

 ユーザー名とパスワードを入力し[Login]をクリックします。 

 
  

《参考》 

管理PCから管理VMにリモートデスクトップ接続でログインし、webブラウザが利用できる状態で操作してくだ

さい。 
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 正常にログインするとWebブラウザに NEC HCS Consoleのダッシュボード画面が表示されます。 

※ 本書では、以降、本項の操作を「NEC HCS Consoleにログインする」と表記します。 

 
 

ログアウト操作 

 NEC HCS Consoleの画面上部に表示されているユーザー名 

（以下画面例の場合、[hcsadmin(Administrator)]）をクリックします。 

 表示されたメニューで[ログアウト]をクリックします。 

 
 正常にログアウトすると、Webブラウザに NEC HCS Consoleのログイン画面が表示されます。 
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2.2. その他の管理ツール 

本項では、NEC HCS Console以外の管理ツールのログイン/ログアウト操作について記載しています。 

 vSphere Client 

vSphere Clientは、vCenter Server、ESXiサーバ、および仮想マシンの管理を行うためのWebアプリケーシ

ョンです。 

ログイン操作 

 Webブラウザを起動します。 

 Webブラウザのアドレス欄に以下の URLを入力します。 

https:// <vCenter Serverホスト>/ui 

（vCenter Serverホスト）には、vCenter Serverの FQDN、または IPアドレスを入力してください 

 

※ 「接続がプライベートではありません」画面が表示された場合は、[詳細設定]をクリックし表示された画

面で、[<IPアドレスまたは FQDN>に進む(安全ではありません)]クリックしてください。 

 

 

  

《参考》 

管理VM、もしくはvCenter Serverに接続可能なWindows端末にログインし、webブラウザが利用できる 

状態で操作してください。 
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《参考》 ポップアップブロックの登録について： 

Microsoft Edgeの場合、画面右上のメニューから [設定]－[Cookieとサイトのアクセス許可]を順

にクリックし、下にスクロールして「ポップアップとリダイレクト」をクリックします。 

 

「許可」の右側の[追加]をクリックし、ダイアログが表示されたら、[サイト]欄に登録対象のURLを 

入力した後、[追加]をクリックします。 

 

Microsoft Edge以外のWebブラウザにおける操作については、各Webブラウザのドキュメント 

もしくはヘルプを参照ください。 
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《参考》 セキュリティ証明書のインストールについて： 

「このWebサイトのセキュリティ証明書には問題があります。」などの画面が表示されるのを抑止す

るには、セキュリティ証明書を管理VMにインストールする必要があります。 

インストールするセキュリティ証明書を入手するには、管理VMのWebブラウザのアドレス欄に以

下のURLを入力します。 

https:// <vCenter Serverホスト> 

※ 「このWebサイトのセキュリティ証明書には問題があります。」等の画面が表示された 

場合は、「このサイトの閲覧を続行する（推奨されません）。」をクリックします。 

下記の画面が表示されますので、「信頼されたルートCA証明書をダウンロード」を右クリックし、 

「名前を付けてリンクを保存」をクリックした後、管理VM上の任意のディレクトリにzipファイルを保

存し、展開します。 

 

 

 

download－certs－winの順にフォルダを開き、ルート証明書ファイル(拡張子が.crtのもの)をクリ

ックします。 

 

「証明書」ダイアログが表示されますので、[証明書のインストール]をクリックします。 
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以下の画面が表示されますので、証明書ストア「信頼されたルート証明機関」に証明書をインスト

ールしてください。 

 

 

 vSphere Clientのログイン画面が表示されます。 

 ユーザー名([ユーザー名@ドメイン名]の書式)とパスワードを入力し、[ログイン]をクリックします。 
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 正常にログインすると、Webブラウザに vSphere Clientの操作画面が表示されます。 

 
本書では、以降、本項の操作を「vSphere Clientで vCenter Serverにログインする」と表記します。 

また、本書では、以降、vSphere Clientへのログイン後、画面上部の[メニュー] (vSphere 7.0u3の場合、 

画面左上のメニューアイコンをクリック) から[ホーム]をクリックして表示される以下画面を「ホーム画面」、

画面左のメニューを「オブジェクトナビゲータ」とそれぞれ表記します。 

※ vSphere 7.0u3の場合、ホーム画面にオブジェクトナビゲータが表示されていないため、画面左上の 

メニューアイコンをクリックして表示させる必要があります。 

 

ログアウト操作 

 vSphere Clientの画面上部に表示されているユーザー名（以下画面例の場合、 

[Administrator@VSPHERE.LOCAL]の箇所）をクリックします。 
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 表示されたメニューで[ログアウト]をクリックします。 

 正常にログアウトすると、vSphere Clientのログイン画面が表示されます。 

 ESXi Shell 

ESXi Shellは、ESXiのトラブルシューティングを目的として使用するコマンドラインインターフェイスのシェル 

です。 

特に、アップデートやドライバの追加・削除、vSphere Client から設定できない項目の操作・表示に使用します。 

ESXi Shell有効化とログイン 

 ESXiが起動し、以下画面が表示されている状態で[F2]キーを押下します。 

※ 本書では、以降、以下画面を「ダイレクトコンソールユーザーインターフェイスの初期画面」と表記します。 

 

 「Authentication Required」の画面が表示されます。 

 [Password]欄に ESXiの rootユーザーのパスワードを入力し、[Enter]キーを押下します。 

 

 

《参考》 

ESXiがインストールされた各サーバにディスプレイ/キーボードを接続しローカルでアクセスしてください。 
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《参考》 

キーボードレイアウトを”Japanese”に設定しても、ESXi の再起動を行うと、ダイレクトコンソー

ルユーザインターフェイス上で「Configure Keyboard」の設定が"Japanese"と表示されていて

もダイレクトコンソールユーザインターフェイス や ESXi Shell へのキーボード入力が英語配

列となる場合があります。 

ESXi Shell にログインする際のパスワード入力やコマンド入力が英語配列となることがありま

すので、ご注意ください。 

(“@”は「Shift + 2」で入力することができます。) 

本事象が発生した場合は、ダイレクトコンソールユーザインターフェイスにログインして

「Configure Keyboard」の値を"Japanese"に設定し直してください。 

ESXi7.0Update1以降では本問題は解消されています。 

 

 「System Customization」の画面が表示されます。 

 画面左の[Troubleshooting Options]を選択し、[Enter]キーを押下します。 

 

 「Troubleshooting Mode Options」の画面で[Enable ESXi Shell]を選択した状態で[Enter]キーを押下し、 

画面左のメニューの表示が[Disable ESXi Shell]に更新されることを確認します。 

※ 上記操作を行う前の時点で画面左のメニューに[Disable ESXi Shell]と表示されている場合は、 

手順 6の操作を行わず、そのまま手順 7の操作を行ってください。 

 

 [Alt + F1]キーを押下して ESXi Shell画面を表示し、rootユーザーでログインします。 
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※ 本書では、以降、本項の操作を「ESXi Shellに rootユーザーでログインする」と表記します。 

 

ESXi無効化とログアウト 

 ESXi Shell画面が表示されている状態で[Alt + F2]キーを押下します。 

※ この時ダイレクトコンソールユーザインターフェイスの初期画面が表示された場合、ログイン操作手順

の手順 1から手順 5の操作を行ってください。 

 「Troubleshooting Mode Options」の画面が表示されます。 

 [Disable ESXi Shell]を選択した状態で[Enter]キーを押下し、画面左のメニューの表示が[Enable ESXi 

Shell]に更新されることを確認します。 

※ 本書では、以降、手順 1から手順 3の操作を「ESXi Shell を無効にする」と表記します。 
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 VMware Host Client 

VMware Host Client(本書では、以降、「Host Client」と表記します)は、単一の ESXiサーバに対して操作・ 

管理を行うためのWebアプリケーションです。 

※ 本項の操作に関する詳細は、以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-
4EAFC4E4-D666-4E40-8CF9-7B96418DD3DB.html> 

※ Host Clientの使用が可能な OSおよびWebブラウザの詳細は、以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-
83042A09-281D-4B74-9176-8E882AD23432.html> 

ログイン操作 

 Webブラウザを起動します。 

 Webブラウザのアドレス欄に以下の URLを入力します。 

http:// <ESXiサーバホスト>/ui/ 

（ESXiサーバホスト）には、ESXiサーバの FQDN、または IPアドレスを入力してください。 

※ 「接続がプライベートではありません」画面が表示された場合は、[詳細設定]をクリックし表示された画

面で、[<IPアドレスまたは FQDN>に進む(安全ではありません)]クリックしてください。 

ポップアップブロックの登録操作については、2.2.1項の手順 2を参照ください。 

 

 Host Clientのログイン画面が表示されます。 

 接続先である ESXiサーバのユーザー名とパスワードを入力し、[ログイン]をクリックします。 

《参考》 

管理VM、もしくはESXiがインストールされた各サーバに接続可能なLANに接続されたWindows端末に

ログインし、Webブラウザが利用できる状態で操作してください。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-4EAFC4E4-D666-4E40-8CF9-7B96418DD3DB.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-4EAFC4E4-D666-4E40-8CF9-7B96418DD3DB.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-83042A09-281D-4B74-9176-8E882AD23432.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-83042A09-281D-4B74-9176-8E882AD23432.html
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《参考》 

手順4の操作を行った後、以下のダイアログが表示される場合があります。VMwareのカスタ

マエクスペリエンス改善プログラム(CEIP)へ参加する場合は、[CEIPへの参加]にチェックを付

けた状態で[OK]をクリックします。CEIPの詳細については、以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-

vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-64717014-F7F5-4DBD-ABE8-

0057161A1046.html> 

 

 

 正常に ESXiサーバへの接続が行われるとWebブラウザに Host Clientの画面が表示されます。 

 

※ 本書では、以降、本項の操作を「Host Clientで ESXiサーバにログインする」と表記します。 

 

ログアウト操作 

 Host Clientの画面上部に表示されているユーザー名部分 

（以下画面例の場合、[root@192.168.0.60]の箇所）をクリックし、 

表示されたメニューで[ログアウトします]をクリックします。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-64717014-F7F5-4DBD-ABE8-0057161A1046.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-64717014-F7F5-4DBD-ABE8-0057161A1046.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-64717014-F7F5-4DBD-ABE8-0057161A1046.html
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 正常にログアウトすると、Webブラウザに Host Clientのログイン画面が表示されます。 
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 iLO 

iLOは、Expressサーバのマザーボードに内蔵されているリモートサーバー管理プロセッサーです。iLOでは、リモー

トからサーバーを監視および制御できます。 

 

ログイン 

1. 管理 VMもしくは、Windows PCに管理者権限を有するユーザでサインインし、Webブラウザを起動して、

以下 URLを入力し、iLOに接続します。 

https://<管理ノードもしくはクラスタノードの iLO（BMC）の IPアドレス>/ 

 

 

2. iLOのログイン画面が表示されます。(以下図) 

アカウント情報を入力し、ログインします。 

⚫ ローカル ログイン名: 「管理者ユーザ」 

⚫ パスワード: 「管理ノードもしくはクラスタノード - BMC のパスワード」 

 

  

《参考》 

管理VM、もしくは各サーバに接続可能なLANに接続されたWindows端末にログインし、Webブラウザ

が利用できる状態で操作してください。 
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3. 正常にログインすると、iLOのWebインターフェイス画面が表示されます。 

 
※ 本書では、本項の操作を「iLOにログインする」と表記します。 

 

ログアウト 

1. iLOのWebインターフェイス画面右上の赤枠のアイコンを選択し、[ログアウト]をクリックします。 

 
正常にログアウトすると、ログイン画面が表示されます。 
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 vCenter Server管理インターフェイス 

vCenter Server管理インターフェイス(本書では、以降、「VAMI」と表記します)は、vCenter Server 

の管理インターフェイスです。 

※ VAMIのログイン操作に関する詳細は、以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-

vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenter.configuration.doc/GUID-9831B635-DFFA-40FA-9DA9-

CEF8A1729E54.html> 

ログイン操作 

 vSphere Clientの操作を行う機器でWebブラウザを起動します。 

 Webブラウザのアドレス欄に以下の URLを入力します。 

https:// <vCenter Serverホスト>:5480 

 （vCenter Serverホスト）には、vCenter Serverの FQDN、または IPアドレスを入力してください。 

※ 「接続がプライベートではありません」画面が表示された場合は、[詳細設定]をクリックし表示された画

面で、[<IPアドレスまたは FQDN>に進む(安全ではありません)]クリックしてください。 

 

 

 VMware vCenter Server 管理のログイン画面が表示されます。 

 ユーザー名とパスワードを入力し[ログイン]をクリックします。 

《参考》 

管理VM、もしくはvCenter Serverに接続可能なLANに接続されたWindows端末にログインし、 

webブラウザが利用できる状態で操作してください。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenter.configuration.doc/GUID-9831B635-DFFA-40FA-9DA9-CEF8A1729E54.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenter.configuration.doc/GUID-9831B635-DFFA-40FA-9DA9-CEF8A1729E54.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenter.configuration.doc/GUID-9831B635-DFFA-40FA-9DA9-CEF8A1729E54.html
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 正常に vCenter Server Applianceへの接続が行われると、Webブラウザに VAMIの画面が 

表示されます。 

 

※ 本書では、以降、本項の操作を「VAMIで vCenter Server Applianceにログインする」と表記します。 

 

ログアウト操作 

 VAMIの画面上部に表示されている[root]をクリックした後、[ログアウト]をクリックします。 

 

 正常にログアウトすると、Webブラウザに VAMIのログイン画面が表示されます。 
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 ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerManager(本書では、以降、「ESMPRO」と表記します)はサーバリソースの構成・稼働状況

の管理を行うためのWebアプリケーションです。 

 

ログイン操作 

 Webブラウザを起動します。 

 Webブラウザのアドレス欄に以下の URLを入力します。 

⚫ ESMPRO Ver.7の場合 

http:// <管理 VMホスト>:21120/esmpro/ 

⚫ ESMPRO Ver.6の場合 

http:// <管理 VMホスト>:21112/esmpro/ 

（管理 VMホスト）には、管理 VMの FQDN名、または IPアドレスを入力してください 

※ 「接続がプライベートではありません」画面が表示された場合は、[詳細設定]をクリックし表示された画

面で、[<IPアドレスまたは FQDN>に進む(安全ではありません)]クリックしてください。 

 

 

 ESMPROのログイン画面が表示されます。 

  

《参考》 

管理VMにログインし、Webブラウザが利用できる状態で操作してください。 
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 ユーザー名とパスワードを入力し、[ログイン]をクリックします。 

ESMPRO Ver.7の場合 

 

ESMPRO Ver.6の場合 

 

 正常にログインするとWebブラウザに ESMPROの操作画面が表示されます。 

※ 本書では、以降、本項の操作を「ESMPROにログインする」と表記します。 
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ログアウト操作 

 Ver.7 の場合、ESMPRO の画面上部に表示されているユーザ名をクリックし、[ログアウト]をクリックします。 

Ver.6の場合は、ESMPROの画面上部に表示されている [ログアウト]をクリックします。 

ESMPRO Ver.7の場合 

 

ESMPRO Ver.6の場合 

 

 正常にログアウトすると、Webブラウザに ESMPROのログイン画面が表示されます。 
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3. 定常運用 

本項は、NEC HCS環境の基本的な運用操作について記載しています。 

 

NEC HCS Console画面の左側には常にメニューが表示されています。 

メニューは、上から[ダッシュボード]、[ノード]、[仮想マシン]、[監視]、[設定]にて構成されています。 

 
 

3.1. 状態監視 

本項は、平常時に NEC HCS Console画面から NEC HCS環境を監視する際の確認項目について記載して

います。 

 

 vSAN クラスタの状態確認 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 画面上部の[クラスタ]タブから状態を確認したい vSAN クラスタの画面に切り替えます。 

※ クラスタが一つの場合は[クラスタ]タブは表示されないため手順 2の操作を行わず、そのまま手順 3の

操作を行ってください。 
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 vSAN クラスタの状態を確認します。 

画面の各項目については以下を参照してください。 

 

① ノードサマリ 

ノードの概要情報が表示されています。 

カーソルをノードに合わせると以下の情報が表示されます。 

    ・名前 

    ・状態 

    ・電源 

   ・アップデート 

ノードをクリックすると該当するノードの「ノード」画面へ遷移します。 

 

② 仮想マシンサマリ 

仮想マシンの概要情報が表示されています。 

カーソルを仮想マシンに合わせると以下の情報が表示されます。 

    ・名前 

    ・状態 

① 

② 

⑤ 

③ 

⑥ 

④ 
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    ・電源 

各仮想マシンの状態は以下の色で表示されます。 

    ・緑色 ：正常かつ電源 ON状態 

    ・黄色 ：警告状態 

    ・赤色 ：異常状態 

    ・グレー ：正常かつ電源 OFF状態、または正常かつサスペンド状態 

仮想マシンをクリックすると該当する仮想マシンの「仮想マシン」画面へ遷移します。 

 

③ 性能情報 

現在の各種性能が表示されています。 

    ・CPU使用量 

    ・メモリ使用量 

    ・データストア使用量 

 

④ 性能情報履歴 

各種性能の履歴が表示されています。 

以下は、履歴(リアルタイム(直近一時間)、一日、一週間、一か月、一年)を変更することができます。 

    ・CPU 

    ・メモリ 

    ・データストア 

以下は、リアルタイム(直近一時間)が表示されています。 

    ・IOPS Read 

    ・IOPS Write 

 

⑤ メッセージ 

以下のメッセージが表示されています。 

    ・ジョブ 

    実行されたジョブが表示されています。 

   - ステータスが異常の場合は赤色、警告の場合は黄色になります。 

    ・イベント 

    発生したイベントが表示されています。 

   - ステータスが異常の場合は赤色、警告の場合は黄色になります。 

   - iのアイコンが表示されている場合、クリックすることで以下の情報が表示されます。 

  * 考えられる原因 

  * 対処 

 

⑥ 最近のジョブ 

最近実行されたジョブが表示されています。 
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 ノードの状態確認 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 ダッシュボード画面のノードサマリから確認対象のノードをクリックします。 

 

もしくは、画面左側のメニューから[ノード]をクリックし、ノード一覧から監視対象のノードを選択します。 

 

 ノード画面が表示されますので、ノードの状態を確認します。 

画面の各項目については以下を参照してください。 

《注意》 

ブートデバイスを冗長化している場合やRAIDコントローラのファームウェアがver 4.11以降の場合など、

WBEMプロバイダがインストールされていない場合、HCS Consle 3.0.3以前ではノードサマリ画面でのディ

スク物理位置情報の表示機能、およびディスク操作機能が使用できません。 

ディスク物理位置情報の表示機能、およびディスク操作機能を使用するには、HCS Consoleのアップデート

モジュール「HCSC300-0004」以降を適用する必要があります。 

 

《注意》 

CR1.0バージョンアップ以前のサーバを使用している場合、HCS Consoleでのノードサマリ画面でのディスク

物理位置情報の表示がなく、ディスク関連の操作が行えない場合があります。 
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① ノードサマリ 

・ノード 

    ・名前 

    ・状態   ：ノードの状態を確認できます。以下のステータスが表示されます。 

        ・正常  ：障害が発生していない状態です。 

        ・警告  ：一部の機能で障害が発生している状態です。 

        ・異常  ：障害が発生している状態です。 

        ・不明  ：ハードウェア状態を管理していない状態です。 

        ・メンテナンス ：メンテナンスモード中の状態です。 

        ・接続不可  ：ノード(ESXi)と接続できない状態です。 

    ・通知   ：補足情報として表示するステータスです。 

                通知発生時にのみ表示されます。 

                通知アイコンをクリックすると、具体的な通知項目を確認できます。 

    ・電源 

    ・CPU使用量  ：現在の CPU使用量が表示されています。 

    ・メモリ使用量  ：現在のメモリ使用量が表示されています。 

    ・ESXiアカウント 

    ・BMCアカウント 

・ディスクグループ 

    

①  

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

③ 
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     ・プルダウン 

          ・ディスクグループ名 ：ディスクグループを構成しているディスクを表示します。 

    ・未使用  ：未使用のディスクを表示します。 

    ・使用不可  ：vSAN で使用できないディスクを表示します。 

     ・ディスク 

    ・名前 

    ・状態 

    ・タイプ 

        ・ディスク層 

    ・サイズ 

    ・削除   ：プルダウンボックスで選択しているディスクグループを削除します。  

    ・新規作成  ：新規にディスクグループを作成します。  

 

 ・ディスク詳細 

     ＜ディスクグループを構成しているディスク＞ 

      
     ・状態 

     ・ディスク層 

     ・名前 

     ・ディスクグループ 

     ・ディスクタイプ 

     ・サイズ 

      ・[操作]メニューでは、以下の操作を実行することができます。 

    ・ディスクグループから削除 

    ・LED点灯 

    ・LED消灯 

    ・状態リセット 

 

     ＜未使用ディスク＞ 
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     ・状態 

     ・ディスク層 

     ・名前 

     ・ディスクグループ 

     ・ディスクタイプ 

     ・[操作]メニューでは、以下の操作を実行することができます。 

    ・ディスクグループへ追加 

    ・LED点灯 

    ・LED消灯 

    ・状態リセット 

 

・ソフトウェア 

 
     ・種別 

    ・すべて：すべてのソフトウェアを表示します。 

    ・ドライバ：ESXiのパッケージを表示します。 

    ・ファームウェア：iLOのファームウェアを表示します。 

     ・名前 

     ・バージョン 

     ・説明 

 

② 仮想マシンサマリ 

仮想マシンの概要情報が表示されています。 

カーソルを仮想マシンに合わせると以下の情報が表示されます。 

    ・名前 

    ・状態 

    ・電源 
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各仮想マシンの状態は以下の色で表示されます。 

    ・緑色   ：正常かつ電源 ON状態 

    ・黄色   ：警告状態 

    ・赤色   ：異常状態 

    ・グレー   ：正常かつ電源 OFF状態、または正常かつサスペンド状態 

仮想マシンをクリックすると該当する仮想マシンの「仮想マシン」画面へ遷移します。 

 

③ 性能情報履歴 

現在の使用量が表示されています。 

グラフ右上のドロップダウンメニューから 

表示する期間(リアルタイム(直近一時間)、一日、一週間、一か月、一年)を変更できます。 

    ・CPU 

    ・メモリ 

    ・ネットワーク使用状況 

以下はリアルタイム(直近一時間)が表示されています。 

    ・IOPS Read 

    ・IOPS Write 

 

④ ジョブ 

ジョブのステータスが異常の場合は赤色、警告の場合は黄色になります。 

 

⑤ イベント 

イベントのステータスが異常の場合は赤色、警告の場合は黄色になります。 

 

⑥ 最近のジョブ 

最近実行されたジョブが表示されています。 
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 仮想マシンの状態確認 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 ダッシュボード画面もしくはノード画面の仮想マシンブロックをクリックします。 

 

もしくは、画面左側のメニューから[仮想マシン]をクリックし、仮想マシン一覧から対象の仮想マシンを選択

します。 
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 仮想マシンの状態を確認します。 

画面の各項目については以下を参照してください。 

 

① 仮想マシンサマリ 

VMの概要情報が表示されています。 

    名前 

    状態 

        仮想マシンの状態を確認できます。以下のステータスが表示されます。 

        ・正常 ：障害が発生していない状態です。 

        ・警告 ：一部の機能で障害が発生している状態です。 

        ・異常 ：障害が発生している状態です。 

        ・不明 ：仮想マシンの状態を管理していない状態です。 

 
    通知 

        補足情報として表示するステータスです。 

        通知発生時にのみ表示されます。 

        通知アイコンをクリックすると、具体的な通知項目を確認できます。 

 
    電源 

    CPU使用量 

    メモリ使用量 

 

② 性能情報履歴 

現在の使用量が表示されています。 

グラフ右上のドロップダウンメニューから 

表示する期間(リアルタイム(直近一時間)、一日、一週間、一か月、一年)を変更できます。 

    ・CPU 

    ・メモリ 

    ・ネットワーク使用状況 

以下はリアルタイム(直近一時間)が表示されています。 

    ・IOPS Read 

    ・IOPS Write 
 

① 

② 

④ 

③ 

⑤ 
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③ ジョブ 

ジョブのステータスが異常の場合は赤色、警告の場合は黄色になります。 

 

④ イベント 

イベントのステータスが異常の場合は赤色、警告の場合は黄色になります。 

 

⑤ 最近のジョブ 

最近実行されたジョブが表示されています。 

 

 ジョブの詳細確認 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 画面左側のメニューから[監視]をクリックし、「監視」画面に切り替えます。 

 画面上部の[ジョブ]タブをクリックし、ジョブの実行結果を確認します。 

[詳細]をクリックすることでジョブの詳細を確認できます。 
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 イベントの詳細確認 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 画面左側のメニューから[監視]をクリックし、「監視」画面に切り替えます。 

 画面上部の[イベント]タブをクリックし、発生したイベントを確認します。 

 

 アイコンが表示されている場合は、クリックすると詳細を確認できます。 
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3.2. 仮想マシンの電源操作 

本項は、仮想マシンの電源操作について記載しています。 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 画面左側のメニューで[仮想マシン]をクリックし、「仮想マシン」画面に切り替えます。 

 仮想マシン一覧から電源操作(起動/再起動/シャットダウン/サスペンド)を行いたいマシンをクリックします。 

 選択した仮想マシンの詳細情報が表示されますので、[操作]メニューから[起動]/[再起動]/[シャットダウ

ン]/[サスペンド]をクリックします。 
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4. 非定常運用(仮想マシンの管理) 

本項は、仮想マシンの管理について記載しています。 

4.1. 仮想マシンストレージポリシーの作成/編集 

 仮想マシンストレージポリシーの作成 

vSANデータストアに仮想マシンを作成する場合、その仮想マシンの仮想ディスクに vSANストレージポリシー 

を適用できます。vSANストレージポリシーには以下のストレージ機能が提供されています。 

vSANストレージポリシーの詳細については以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan.doc/GUID-08911FD3-

2462-4C1C-AE81-0D4DBC8F7990.html> 

ポリシーのルール ユースケース 値 説明 

オブジェクトあたりの 

ディスクストライプの数 

（ストライピング） 

パフォーマンス デフォルト：1 

最大：12 

ストレージオブジェクトの各々のレプリカが 

分散されるキャパシティディスクの最小数 

を意味します。 

値が 1 より大きい場合、パフォーマンスが

向上する場合がありますが、システム 

リソースの使用量が増加します。 

フラッシュ読み取り 

キャッシュの予約 

パフォーマンス デフォルト：0 

最大：100% 

※仮想マシン

の デ ィ ス ク

(vmdk) の 論

理サイズに

対する割合

で指定します 

指定した値のフラッシュ容量をリード 

キャッシュとして予約します。 

通常、リードキャッシュサイズは vSANが 

最適な値となるように動的に変更する 

ため、この値を設定する必要は 

ありません。 

特に、オールフラッシュ構成では設定値を 

変更しないでください。 

許容されるプライマリ 

レベルの障害数(PFTT) 

冗長性 デフォルト：1 

最小：0 

最大：3 

ESXiサーバおよびデバイスにおける 

障害の許容数を指定します。 

耐障害性方式の指定によって必要な ESXi

の最低台数が異なります。 

詳細については 4.1.2項の《参考》を確認く

ださい。 

強制プロビジョニング ポリシーを 

無視 

デフォルト： 

いいえ 

この値を「はい」に設定した場合、 

ストレージポリシーが満たされなくても 

強制的にプロビジョニングが行われます。 

オブジェクトスペースの

予約 

シックプロビジ

ョニング 

デフォルト：0 

最大：100% 

仮想マシンプロビジョニング時に 

予約されるストレージオブジェクトの 

論理サイズの割合を意味します。 

オブジェクトチェックサム

の無効化 

データの 

整合性 

デフォルト： 

いいえ 

[はい]に変更した場合、ファイルコピー時 

に実施される、ソースファイルとのチェック

サム比較が行われません。 

[いいえ]の場合は比較が実施されます。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan.doc/GUID-08911FD3-2462-4C1C-AE81-0D4DBC8F7990.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan.doc/GUID-08911FD3-2462-4C1C-AE81-0D4DBC8F7990.html
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耐障害性方式の指定 耐 障 害 性

(RAID 

レベルの 

指定) 

デフォルト： 

RAID-1 

仮想マシンオブジェクトのデータレプリケー

ションの方法を指定します。RAID-1(ミラー

リング)、RAID-5/6(イレージャコーディング)

が指定可能(ただし、RAID-5/6は 

オールフラッシュ構成のみ指定可。また、 

vSAN Advanced以上のライセンスが 

必要)です。 

オブジェクトの 

IOPS制限 

パフォーマンス

制限 

デフォルト： 

0 (IOPS 

制限無し) 

VMDK等のオブジェクトの IOPS制限を指

定します。 

仮想マシンストレージポリシーを設定する際は、事前に、ストレージポリシーが vSAN クラスタの容量および 

パフォーマンスに対してどのように影響するかを把握する必要があります。詳細は以下Webページ、および 

Webページ内の各リンク先を参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan-planning.doc/GUID-

1EB40E66-1FBD-48A6-9426-B33F9255B282.html> 

vSANストレージポリシー作成の詳細については以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan.doc/GUID-9A3650CE-

36AA-459F-BC9F-D6D6DAAA9EB9.html> 

 

以下、vSANストレージポリシーの作成手順を記載します。 

 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインし、ホーム画面を表示している状態(vSphere 7.0u3の場合

は、画面左上のメニューアイコンをクリック)で、[ポリシーおよびプロファイル]をクリックします。 

 

  

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan-planning.doc/GUID-1EB40E66-1FBD-48A6-9426-B33F9255B282.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan-planning.doc/GUID-1EB40E66-1FBD-48A6-9426-B33F9255B282.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan.doc/GUID-9A3650CE-36AA-459F-BC9F-D6D6DAAA9EB9.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan.doc/GUID-9A3650CE-36AA-459F-BC9F-D6D6DAAA9EB9.html
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 「ポリシーおよびプロファイル」設定の画面左側メニューから[仮想マシン ストレージ ポリシー]をクリックし

ます。 

 

 「仮想マシン ストレージ ポリシー」設定画面の[仮想マシン ストレージ ポリシーの作成] 

(vSphere7.0 u3の場合は [作成])をクリックします。 

 

 「名前と説明」画面で vCenter Server を選択し、ストレージポリシーの名前と説明を入力して、[次へ]をクリ

ックします。 

 

 「ポリシー構造」画面で[「vSAN」ストレージでルールを有効化]にチェックを入れて[次へ]をクリックします。 

 「vSAN」画面の[可用性] [詳細なポリシールール][タグ]各タブ（vSphere7.0u3の場合は[ストレージルール]

タブも含みます。）ルールを定義し[次へ]をクリックします。 

 「ストレージ互換性」画面でポリシーに適合するデータストアのリストを確認し、[次へ]をクリックします。 

 「確認して完了」画面でポリシーの設定を確認し、[完了]をクリックします。 
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 仮想ディスクに適用されているストレージポリシー

の確認 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインし、ホーム画面を表示している状態でオブジェクトナビゲータ

の[仮想マシンおよびテンプレート]をクリックします。 

(vSphere 7.0u3の場合、画面左上のメニューアイコンをクリックし、[インベントリ]をクリックした状態で 

オブジェクトナビゲータの左から二番目のアイコンをクリックします。) 

 オブジェクトナビゲータで仮想マシンを選択し、画面中央上部の[監視]タブをクリックします。 

 

 [監視]タブの画面左メニューの[vSAN]を展開し、[物理ディスクの配置]をクリックすることで、コンポーネント

の配置が確認できます。 

 

 

vCenter Serverに登録されているポリシーは、vSphere Clientでホーム画面を表示している状態から 

オブジェクトナビゲータで[ポリシーおよびプロファイル]をクリックした後、表示が更新されたオブジェクト 

ナビゲータで[仮想マシンストレージポリシー]をクリックして表示される画面で確認ください。 
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vSAN既定のストレージポリシーに関する詳細は、上記画面のオブジェクトナビゲータで 

[vSAN Default Storage Policy]をクリックすると表示されます。 

 

 

vSAN環境では、ユーザーが仮想マシンストレージポリシーを作成して vSAN クラスタ上の仮想マシンに 

適用することが可能です。また、複数の仮想マシンストレージポリシーの混在が可能ですので、仮想マシン 

の性質・重要度によってポリシーを変更することで、耐障害性およびパフォーマンスが調整できます。 

ストレージポリシーの編集を行い、そのポリシーを仮想マシンに適用する場合は、既定で作成される 

vSAN Default Storage Policyを変更せずに、vSAN Default Storage Policyのコピー(クローン)を作成し、 

そのコピーを編集した後、仮想マシンに適用するようにしてください。 
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《参考》 仮想マシンストレージポリシーの設定値と必要となるディスクサイズ/ESXiサーバ数： 

ポリシーの[許容されるプライマリレベルの障害数]および[耐障害性方式の指定]の設定値により、 

障害発生時の耐久性およびRAIDレベルの指定が可能ですが、これらの設定を行うにあたり必要な 

キャパシティディスクサイズ、および、ESXiサーバ数は以下のようになります。 

耐障害性方式の 

指定 

許容される 

プライマリレベル 

の障害数(PFTT) 

必要なESXi 

サーバ台数 

vSANデータストアで100GBの

キャパシティ容量を準備するの

に必要な物理ディスクの容量 

RAID1 

(ミラーリング) 

0 3 100GB 

1 3 200GB 

2 5 300GB 

3 7 400GB 

RAID5/6 

(イレージャ 

コーディング) 

1 4 133.33GB 

2 6 150GB 

※ 耐障害性方式の指定でRAID5およびRAID6を設定した場合、許容されるプライマリレベルの 

障害数は1(=RAID-5構成)または2(=RAID-6構成)のみ設定が可能です。 

※ 上記表中にあるように、RAID1のケースでは、許容されるプライマリレベルの障害数を0に 

設定できます。ただし、この場合、データのミラーは作成されませんので、ディスク障害が 

発生した場合にデータが損失するおそれがあります。また、ESXiサーバをメンテナンスモードに 

移行する際、オブジェクトをESXiサーバから退避させるため、異常な遅延が発生する可能性が 

ありますのでご注意ください。 

※ 2 Node構成の場合は、耐障害性方式の指定にはRAID1が、許容されるプライマリレベルの 

障害数には0または1のみ設定可能です。 
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 仮想マシンストレージポリシーの変更 

本項は、仮想マシンのディスクに設定された仮想マシンストレージポリシーを変更する操作について、任意の 

仮想マシンのポリシー変更を例に記載しています。 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインし、ホーム画面を表示している状態でオブジェクトナビゲータ

の[ホストおよびクラスタ](vSphere 7.0u3の場合、画面左上のメニューアイコンをクリックし、[インベントリ]) 

をクリックします。 

 オブジェクトナビゲータで任意の仮想マシンを右クリックし、表示されたメニューで[仮想マシンポリシー]配下

の[仮想マシンストレージポリシーの編集]をクリックします。 

 

 「仮想マシンストレージポリシーの編集」画面に表示されている「仮想マシンストレージポリシー：」の右の値

を、vCenter Server Applianceに適用するポリシーに変更した後、[OK]をクリックします。 

 

 

《参考》 

ストレージポリシーを変更した場合、ダイアログ下部のタブを展開すると、ストレージおよびキャッシュ領域での 

影響(消費サイズの増減等)が表示されます。 
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4.2. 仮想マシンの作成/削除 

 仮想マシンの作成 

本項は、vSAN環境での仮想マシンの作成について記載しています。vSAN環境における仮想マシンの 

作成は、仮想マシンストレージポリシーを適用する点について意識する必要があります。 

【重要】 

vSANデータストアに使用する内臓ディスクが接続されているRAIDコントローラに、vSAN以外の目的で使用

する内蔵ディスクが接続されている場合、そのディスクの使用に関しては制限が存在します。 

詳細は以下Webページを参照ください。 

<https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2129050> 

NEC HCS環境では、仮想マシンはvSANデータストアを保存先としてください。 

※ vSphere環境でサポートされるゲスト OS、およびゲスト OSでサポートする仮想デバイスの詳細は 

以下Webページをご確認ください。 

<https://compatibilityguide.broadcom.com> 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインし、ホーム画面を表示している状態でオブジェクトナビゲータ

の[ホストおよびクラスタ] (vSphere 7.0u3の場合、画面左上のメニューアイコンをクリックし、[インベントリ]) 

をクリックします。 

 オブジェクトナビゲータに表示されるツリービューにて vSANクラスタもしくはESXiサーバ名を右クリックし、

表示されたメニューの[新規仮想マシン]をクリックします。 

※ 本書では、上記操作において vSAN クラスタ名をクリックした際の操作手順を記載しています。 

 

 「新規仮想マシン」画面が表示されますので、「作成タイプの選択」画面にて、[新規仮想マシンの作成]を選

択して、[NEXT]をクリックします。 

 

 「名前とフォルダの選択」画面が表示されますので、vCenter Server で管理する際の仮想マシン名を入力

し、仮想マシンを格納するデータセンタもしくは仮想マシンフォルダを選択し、[NEXT]をクリックします。 

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2129050
https://compatibilityguide.broadcom.com/
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 「コンピューティングリソースの選択」画面が表示されますので、ダイアログ内のツリービューにて 

仮想マシンを実行するクラスタ、もしくは ESXiサーバを選択し、[NEXT]をクリックします。 

※ コンピューティングリソースとしてクラスタを選択する場合、事前にクラスタの設定で vSphere DRS を 

有効にする必要があります。vSphere DRSの詳細は以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.resmgmt.doc/GUID-

8ACF3502-5314-469F-8CC9-4A9BD5925BC2.html> 

 

  

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.resmgmt.doc/GUID-8ACF3502-5314-469F-8CC9-4A9BD5925BC2.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.resmgmt.doc/GUID-8ACF3502-5314-469F-8CC9-4A9BD5925BC2.html
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 「ストレージの選択」画面が表示されますので、[仮想マシンストレージポリシー]欄で仮想マシンに適用する

vSANのストレージポリシーを選択します。 

選択後、データストアの一覧が更新されますので、「互換性あり」として表示されているデータストア

(=vSANデータストア)を選択し、[NEXT]をクリックします。 

※ vSANの仮想マシンストレージポリシーについては、4.1項を参照ください。 

 

 「互換性の選択」画面が表示されますので、[互換対象]の欄で、仮想マシンのハードウェアバージョンの 

互換性を選択し、[NEXT]をクリックします。 

※ 仮想マシンのハードウェアバージョンの互換性に関する詳細は、以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vm_admin.doc/GUID-

64D4B1C9-CD5D-4C68-8B50-585F6A87EBA0.html> 

 

  

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vm_admin.doc/GUID-64D4B1C9-CD5D-4C68-8B50-585F6A87EBA0.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vm_admin.doc/GUID-64D4B1C9-CD5D-4C68-8B50-585F6A87EBA0.html
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 「ゲスト OSを選択」画面が表示されますので、作成する仮想マシンに適合する[ゲスト OS ファミリ]および 

[ゲスト OSバージョン]をそれぞれ選択し、[NEXT]をクリックします。 

 

 「ハードウェアのカスタマイズ」画面が表示されますので、必要に応じて設定を変更し、[NEXT]をクリック 

します。 

 

※ VMwareは、性能面の優位性からネットワークアダプタのタイプとして VMXNET3 の使用を推奨してい

ます。詳細は以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.networking.doc/GUID-

B57FBE96-21EA-401C-BAA6-BDE88108E4BB.html> 

ただし、ゲスト OS がWindow の仮想マシンで、トラフィック量が非常に多い環境では、VMXNET3 ドラ

イバでパケットロスが大量に発生する恐れがあります。通信が高負荷となる仮想マシンでは、以下

Webページを参照し、パケットロスが生じないように調整を行ってください。 

<https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2039495> 

また、ゲスト OSが Linuxで、かつ LROが有効な環境の場合、TCP通信のパフォーマンスが低い 

状態となる恐れがあります。 

以下Webページを参照し、LROオプションを無効に設定する対処が必要となります。 

<https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=1027511> 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.networking.doc/GUID-B57FBE96-21EA-401C-BAA6-BDE88108E4BB.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.networking.doc/GUID-B57FBE96-21EA-401C-BAA6-BDE88108E4BB.html
https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2039495
https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=1027511
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なお、仮想マシンのネットワークアダプタの詳細については、以下Webページを参照ください。 

<https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=1036627> 

※ 以下Webページを参照し、ゲスト OSが VMware準仮想化 SCSI(PVSCSI)アダプタをサポートしてい

る場合、本書では仮想 SCSI アダプタとして PVSCSI アダプタの使用を推奨します。PVSCSI アダプタ

を使用する際の設定は、以下Webページに記載されている手順に沿って実施してください。 

<https://knowledge.broadcom.com/external/article/327218/vmware-scsi-pvscsi.html> 

 「設定の確認」画面が表示されますので、設定内容を確認し、問題がなければ[FINISH]をクリックします。 

 

 仮想マシンの作成が完了すると、オブジェクトナビゲータに仮想マシンが追加されます。 

引き続き、ゲスト OSのインストール、ゲスト OSへの VMware Toolsのインストールを行ってください。 

 6.1.4項の手順 1から手順 4を実行し、NEC HCS Consoleの情報を最新にします。 

作成した仮想マシンが NEC HCS Consoleに反映されることを確認してください。 

 

  

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=1036627
https://knowledge.broadcom.com/external/article/327218/vmware-scsi-pvscsi.html
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 仮想マシンの削除 

本項は仮想マシンの削除方法について記載しています。 

vCenter Serverからの仮想マシンの削除 

インベントリから削除した仮想マシンはホストおよび vCenter Serverから登録解除されますが、データストアか

らは削除されません。仮想マシンファイルは同じストレージの場所に残るため、後で仮想マシンを再度登録でき

ます。 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインし、削除対象の仮想マシンをシャットダウンします。 

 仮想マシンのシャットダウン方法については 3.2項を参照ください。 

 削除対象の仮想マシンを右クリックし、[インベントリからの除去]または[インベントリから削除]を選択します。 

 

 確認画面が表示されますので、[はい]クリックします。 

 

 6.1.4項の手順 1から手順 4を実行し、NEC HCS Consoleの情報を最新にします。 

手順 3で削除した仮想マシンの情報が NEC HCS Console上から削除されることを確認してください。 
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データストアからの仮想マシンの削除 

仮想マシンが必要なくなり、データストアの領域を解放する場合は、vCenter Server から仮想マシンを削除し、

構成ファイルや仮想ディスクファイルを含む、すべての仮想マシンファイルをデータストアから削除できます。 

 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインし、削除対象の仮想マシンをシャットダウンします。 

仮想マシンのシャットダウン方法については 3.2項を参照ください。 

 削除対象の仮想マシンを右クリックし、[ディスクから削除]を選択します。 

 

※ 2つの仮想マシンが同じディスクを共有している場合は、ディスクファイルは削除されません 

 確認画面が表示されますので、[はい]クリックします。 

 

 仮想マシンの削除後はディスク使用率が偏る場合がありますので、ディスクリバランスの実施を検討くださ

い。ディスクリバランスの詳細については 6.7項を参照ください。 

 6.1.4項の手順 1から手順 4を実行し、NEC HCS Consoleの情報を最新にします。 

手順 2で削除した仮想マシンの情報が NEC HCS Console上から削除されることを確認してください。 
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4.3. 仮想マシンのハードウェア構成変更 

仮想マシンのハードウェア構成変更の詳細については以下Webページを参照ください。 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vm_admin.doc/GUID-

4AB8C63C-61EA-4202-8158-D9903E04A0ED.html> 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインします。 

 ホーム画面を表示している状態でオブジェクトナビゲータの構成変更を行いたい仮想マシンを右クリックし、

[設定の編集]をクリックします。 

 
※ 変更する項目および OSの種別によって仮想マシンのシャットダウンが必要になります。 

 「設定の編集」画面で変更したい項目を修正し、[OK]をクリックします。 

 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vm_admin.doc/GUID-4AB8C63C-61EA-4202-8158-D9903E04A0ED.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vm_admin.doc/GUID-4AB8C63C-61EA-4202-8158-D9903E04A0ED.html
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5. 非定常運用(システムのメンテナンス) 

5.1. バックアップ/リストア 

初期バックアップデータを使用したリストア、およびシステム変更時のバックアップ、リストアの手順は下記の 

手順書を参照してください。 

- NEC Hyper Converged System for VMware vSAN/TR2.0, CR2.0 初期システム構成のバックアップ/リスト

ア手順書 

- NEC Hyper Converged System for VMware vSAN/TR2.0, CR2.0 運用ガイド（システム構成のバックアッ

プ/リストア編） (※ 入手には NEC HCS for VMware vSAN CRの PPサポート契約が必要) 

5.2. アップデートの適用 

ESXiおよび vCenter Server Applianceへのアップデートの適用操作については、「NEC Hyper Converged 

System Console v3.0 ユーザーズガイド」の「5.1.5. アップデートを適用するには」を参照してください。 

5.3. クラスタノードの追加 

 

[注意] 

管理用ネットワークにVLANが設定されている場合は、HCS Consoleの自動構築機能は使用できません。 

構築サービスによるノード追加を検討ください。 

 

クラスタノードの追加手順については、「NEC Hyper Converged System Console v3.0 ユーザーズガイド」の

「6. 追加ノードの自動構築」を参照してください。 
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6. 非定常運用(障害状態の確認と復旧) 

本項は、障害時の調査、復旧および電源操作について記載しています。 

6.1. 障害状態の確認と復旧 

本項は、障害発生時の障害状態の確認と復旧について記載しています。 

1.4 項に記載されている非定常運用(障害調査復旧)時の運用フローの各作業を実施する際に参照してください。 

 障害状態の確認 

[注意] 

2 Node構成でvSphere Essentials Kit を使用する場合、管理ノードをvCenterに登録できないため、 

障害状況の確認を行えません。 

NEC HCS Consoleでは、マシンに障害(一部障害)を検出すると、マシンの状態欄に「異常(赤)」、または 

「警告(黄)」が表示されます。 

 NEC HCS Consoleのダッシュボードから異常または警告が表示されたノードをクリックします。 

 

もしくは、画面左側のメニューから[ノード]をクリックし、ノード一覧からマシンの状態を「異常(赤)」、または

「警告(黄)」から「正常(緑)」にするマシンをクリックします。 
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 ノード画面にてノードサマリ内の「状態」欄に表示される異常または警告の右の数値をクリックし、障害の 

原因を確認します。 

 

※ HDD障害の場合は下図のように表示されます。 

(ディスク表示機能が使えない場合は、表示されません。) 

 

 確認した原因に合わせて障害の対処を行います。 

  



 

60       © NEC Corporation 2017-2024    

 ESMPROによる HW監視 

 ESMPROにログインします。 

 画面上部の[アラートビューア]をクリックします。 

 

 確認したいアラートの概要をクリックし、詳細情報を確認します。 

 

 

※ HCS Console でアラートビューア連携の設定を行うと、vCenter Server が検出したアラームをアラー

トビューアに表示できるようになります。 

アラートビューア連携の設定方法は「NEC Hyper Converged System Console v3.0 ユーザーズガイ

ド」の「3.5.2 アラートビューア連携」を参照してください。 

※ エクスプレス通報サービスを契約し、環境設定を行っている場合は、故障発生時、NEC のサポート部

門に、故障内容に関する通報が送信されます。 
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 障害解析用のログ取得 

障害状態の原因が SW原因または原因不明の場合は、ログ情報を取得して PPサポートへ連絡してください。 

PPサポートへ連絡する際は、PPサポートポータルで問合せシート、情報採取について説明しているコンテンツ 

を参照してください。 

[注意] 

2 Node構成でvSphere Essentials Kit を使用する場合、管理ノードをvCenterに登録できないため、 

管理ノードのログは取得できません。 

以下では、NEC HCS Consoleで障害解析用のログを一括で取得する方法を説明します。 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 画面左側のメニューで[監視]をクリックし、「監視」画面に切り替えます。 

 

 [ログ]タブをクリックして画面を切り替え、画面右上の[ログ収集]をクリックします。 
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 「ログ収集」ダイアログが表示されますので、[OK]をクリックし、ジョブが完了するのを待ちます。 

 

 

 ジョブが完了したら、画面を更新し、収集したファイル名のリンクが表示されることを確認します。 

 

 ファイル名のリンクをクリックし、ダウンロードします。 
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 NEC HCS Consoleの情報更新 

NEC HCS Consoleの情報を最新にするため、vCenter Serverの情報収集を行います。 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 画面右上の[収集]ボタンをクリックします。 

クリックすると、収集ボタンが回転します 

 

 収集完了後、画面が更新され、収集ボタンが回転してないことを確認します。 

 ダッシュボード画面で、VMや ESXiサーバなどの状態が更新されていることを確認します。 

 

以下の操作を行った場合、vCenter Serverの情報収集を実施してください。 

⚫ VMの作成/削除/構成変更を行った場合 

⚫ ノードの追加/削除を行った場合 

⚫ クラスタの追加/削除を行った場合 

※ 収集処理中は収集ボタンが回転し続けます。 

収集完了後にはWebブラウザ画面が更新されます。 

収集中に F5キーなどで画面更新すると、収集ボタンの回転は停止しますが、収集処理は継続されます。 

また、収集完了後の画面更新が実施されません。 

 

 ハードウェア状態のリセット 

NEC HCS Consoleからマシンのハードウェア状態を「異常(赤)」または「警告(黄)」から「正常(緑)」にします。 

マシンの障害原因を取り除き復旧したら、以下の手順に従ってマシンの状態を「正常」にしてください。 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 ダッシュボード画面のノードサマリから確認対象のノード画像をクリックします。 
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もしくは、画面左側のメニューから[ノード]をクリックし、ノード一覧からマシンの状態を「異常(赤)」、または

「警告(黄)」から「正常(緑)」にするマシンをクリックします。 

 

 選択したノードの[操作]メニューから[状態リセット]を選択します。 
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6.2. メンテナンスモードへの切替/復旧 

本項は、クラスタノードのメンテナンスモードへの切替および復旧について記載しています。 

クラスタノードの停止や保守作業などを行う場合はクラスタノードを手動でメンテナンスモードにする必要があり

ます。 

メンテナンスモードにするクラスタノード上で動作している仮想マシンは、あらかじめ、他のクラスタノードに移行

するか、シャットダウンする必要があります。 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 ダッシュボード画面のノードサマリから対象のノードをクリックします。 

 

もしくは、画面左側のメニューから[ノード]をクリックし、ノード一覧からメンテナンスモードにするノードを 

選択します。 
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 選択したノードの[操作]メニューから[メンテナンスモードに切り替え]を選択します。 

 

 vSANデータ退避モードの選択画面が表示されますので、以下から選択します。 

作業の種類に応じて、適切に選択してください。 

・指定しない(対象が vSAN環境でない場合に選択します。vSAN環境で選択した場合、 

「アクセシビリティの確保」となります。) 

・アクセシビリティの確保 

・全データの移行 

・データの移行なし 

 

 ノードサマリの「状態」が「メンテナンス」に変更されたことを確認します。 
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 保守作業を行います。 

 保守作業完了後、[操作]メニューから[メンテナンスの終了]をクリックし、メンテナンスモードをオフにします。 

 

 ノードサマリの「状態」が「メンテナンス」から変更されたことを確認します。 

 

 構成を変更している場合は画面上部の[収集]ボタンをクリックし、マシンなどの情報を収集します。 
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6.3. LED ランプの操作 

本項は、サーバ筐体の LED ランプの操作について記載しています。 

 サーバ LED ランプの操作 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 ダッシュボード画面のノードサマリから操作対象のノードをクリックします。 

 

もしくは、画面左側のメニューから[ノード]をクリックし、ノード一覧から操作対象のノードを選択します。 
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 選択したノードの詳細情報が表示されますので、[操作]メニューから[LED 点灯]/[LED 消灯]をクリックしま

す。 

 

 HDDの LED ランプの操作 

1. HCS Consoleにログインします。 

2. ダッシュボード画面のノードサマリから操作対象のノードをクリックします。 

 

もしくは、画面左側のメニューから[ノード]をクリックし、ノード一覧から操作対象のノードを選択します。 
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3. ノードサマリ画面でディスクグループをクリックします。 

 

4. LEDを点灯するディスクをクリックします。 

 

5. [操作]メニューから[LED点灯]/[LED消灯]をクリックします。 
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6.4. クラスタノードの電源操作 

本項は、クラスタノードの電源操作について記載しています。 

 個別ノードの電源操作 

[注意] 

2Node構成の場合、Witnessノードの起動は行えません。 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 ダッシュボード画面のノードサマリから操作対象のノードをクリックします。 

 

 もしくは、画面左側のメニューから[ノード]をクリックし、ノード一覧から操作対象のノードを選択します。 
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 選択したノードの詳細情報が表示されますので、[操作]メニューから[起動]/[再起動]/[シャットダウン]をクリッ

クします。 

 

 

【重要】 

vSANクラスタを構成するESXiは、毎起動時に、ディスクグループ単位で、キャッシュデバイス上の 

メタデータテーブルの生成を目的としたデータ処理およびバッファ内のログエントリの整理を実行します。 

※ 上記動作中は、ESXiの画面に「Initializing SSD：～」と表示されます。 

 

ESXiサーバ再起動の時点における書き込み用バッファ内のデータ、もしくはブロックの量が多い場合、 

上記動作が完了して、ESXiが起動するまでに長時間を要する場合がありますのでご注意ください。 

特に、上記画面表示中のESXiサーバ電源のOFF、および、再起動の実行は、vSAN環境の破壊に 

つながる恐れがあるため、行わないでください。「Initializing SSD：～」と表示されている時点の、ESXiの 

起動経過詳細は[Alt + F12]キーを押下して表示されるvmkernelのログ画面で確認ください。 

 

本件に関する詳細は、<https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2149115>、もしくは

以下Webページを参照ください。 

<https://blogs.vmware.com/virtualblocks/2017/09/19/vsan-operations-use-band-management-view-

vsphere-dcui-host-restarts/> 

 

  

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2149115
https://blogs.vmware.com/virtualblocks/2017/09/19/vsan-operations-use-band-management-view-vsphere-dcui-host-restarts/
https://blogs.vmware.com/virtualblocks/2017/09/19/vsan-operations-use-band-management-view-vsphere-dcui-host-restarts/
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 クラスタのシャットダウン/起動 

 

クラスタのシャットダウン 

全ノードシャットダウンを行うと、vSphere HA および vSphere DRS が無効化されます。 

ESXi 6.7 Update3 以降の vSAN クラスタ環境では、シャットダウン/起動で下記の KB で公開されている処理

が行われます。 

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=70650 

そのため、NEC HCS Conosle を使用してクラスタのシャットダウンを実施した場合は、NEC HCS Conosleを

使用してクラスタの起動を行うようにしてください。 

また、クラスタ のシャットダウンに失敗した場合の対処が異なります。 

⚫ ESXi 6.7 Update3 より前の vSAN クラスタ環境では、再度シャットダウン操作を実施してください。 

⚫ ESXi 6.7 Update3 以降の vSAN クラスタ環境では、失敗したジョブを確認してください。 

⚫ 「'reboot_helper.py prepare'を実行しました」と出力されている場合は、シャットダウン準備が整っているた

め、再度シャットダウン操作を実施してください。 

⚫ 「'reboot_helper.py prepare'を実行しました」と出力されていない場合は、クラスタ管理下のすべての

ESXi を起動状態にしてください。 

すべての ESXi 起動状態にした上で、再度シャットダウン操作を実施してください。 

⚫ 「'reboot_helper.py prepare'を実行することができませんでした」と出力されている場合は、本項の 

《参考》を参照してください。 

 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

ダッシュボード画面のノードサマリから[操作]メニューの「すべてシャットダウン」をクリックします。 

 

  

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=70650
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 確認画面で以下の項目が表示されますので、作業に応じてチェックをして、[OK]をクリックします。 

・ノードをメンテナンスモードにする 

・ノードの起動時にメンテナンスモードを解除する 

 

※ 2 Node構成で vSphereのライセンスに Essential Plus kitを使用している場合、 

本操作を行うと witness ノードはシャットダウンされず、メンテナンスモードに切り替わります。 

 

クラスタの起動 

全ノード起動時に、シャットダウン時に無効化した vSphere HA / vSphere DRS の機能が有効化されます。 

ただし、vCenter Server に接続できないなどの理由で有効化できない場合は、警告が発生します。 

その場合は、vCenter Server に接続できる状態にした後で、再度起動操作を実施してください。 

※ 「'reboot_helper.py recover'を実行することができませんでした」と出力され、起動に失敗した場合は、本

項の《参考》を参照してください。 

 
vSphere HA / vSphere DRS を有効化した場合は、下記のような出力が確認できます。 
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※ 2Node構成で vSphereのライセンスに Essential Plus kitを使用しており、witness ノードをシャットダウン

していた場合、クラスタ起動を実施する前に witness ノードを起動する必要があります。 

 

 NEC HCS Consoleにログインします。 

 ダッシュボード画面のノードサマリから[操作]メニュー選択し、[すべて起動]をクリックします。 

 

確認画面で[OK]をクリックします。 
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《参考》  

シャットダウン時に「'reboot_helper.py prepare'を実行することができませんでした」のメッセージ、 

起動時に「'reboot_helper.py recover'を実行することができませんでした」のメッセージが表示され、ジョ

ブが失敗する場合があります。この場合、以下の操作を実施してください。 

 

HCS ConsoleのトレースログからActionJob.logを開き、実行したジョブのジョブID(000xx-00)を確認しま

す。トレースログ格納先の規定値は(C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥log)です。 

 

続けて、VMwareProvider.logを開き、確認したジョブIDが付与されている出力を確認します。出力された

内容に応じて、以降の対応を実施してください。 

⚫ Pythonスクリプト実行時にタイムアウトが発生し"Timeout, please try again later"と表示された場

合 

 

上記のエラーが発生した場合は、成功するまでHCS Consoleからシャットダウンおよび起動を 

再試行してください。 

 
⚫ "Time among hosts are not synchronized. (drift>2s)"と表示された場合 

 

上記のエラーは、ノード間に2秒以上の時刻のずれがある場合に発生します。 
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シャットダウン時に上記のエラーが発生した場合、以下の操作を実施してください。 

ノードを選択した状態で[設定]（または[構成]）-[時間の設定]から日付と時刻を確認し、時刻ずれの

あるノードを特定します。vSphere ClientでvSANを構成する全てのクラスタノードに対して確認を実

施してください。2Node構成の場合は、witnessノードに対しても実施します。 

続けて、以下のWebページの手順通りにNTPサービスの設定がされていることを確認します。 

設定されていない場合は、手順通りに設定を実施してください。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-
vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-8756D419-A878-4AE0-9183-
C6D5A91A8FB1.html 

NTPサーバと時刻同期が正常に行われない等の問題が発生する場合は、以下のWebページを参

照し、NTPサーバとの通信確認を行ってください。 

https://knowledge.broadcom.com/external/article?articleNumber=314312 

確認後、時刻同期が正常に行われた場合は、NEC HCS Consoleからシャットダウンを再度実施し

てください。 

NTPの設定が不可能な状態であり、同期ができない場合は、引き続き以下の操作を実施します。 

[設定]（または[構成]）-[時間の設定]からNTPサービスを停止もしくは無効化します。続けて、以下の

Webページを参照して手動で時刻を設定してください。この際、ノード間に2秒以上の時刻の差が出

ないようご注意ください。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-
vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-06513518-BDD9-40E3-919D-
12A37AA1C9E9.html 

日付と時刻を確認後、NEC HCS Consoleからクラスタのシャットダウンを再度実施してください。 

※ NTPサービスを停止、無効化した場合、クラスタ起動後に有効化することを推奨します。 

起動後は、NTPの調査および設定の見直しを実施してください。 

 

《補足》 

クラスタノードの起動後、NEC Hyper Converged System Console 上でのクラスタノードの状態に「警

告」と表示され、ノードサマリの[状態]の数字をクリックして表示される通知一覧に「接続状態」「ストレージ

接続性」などが表示されることがあります。 

※ 下記画像は一例です。複数の警告ではなく、一件の警告のみが表示される場合もあります。 

 

vSphere Clientの vSAN健全性でエラーがないことを確認し問題がない場合は、ノードサマリの[操作]を

クリックした後に[状態リセット]をクリックし、その後警告が解消されることを確認してください。 

https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-8756D419-A878-4AE0-9183-C6D5A91A8FB1.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-8756D419-A878-4AE0-9183-C6D5A91A8FB1.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-8756D419-A878-4AE0-9183-C6D5A91A8FB1.html
https://knowledge.broadcom.com/external/article?articleNumber=314312
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-06513518-BDD9-40E3-919D-12A37AA1C9E9.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-06513518-BDD9-40E3-919D-12A37AA1C9E9.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vcenterhost.doc/GUID-06513518-BDD9-40E3-919D-12A37AA1C9E9.html
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ノードサマリ内の状態が”正常”になっていることを確認してください。 

画面上部のノード一覧の”状態”表示は、一度[node]タブ以外のタブに切り替えると表示が更新されます。 
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6.5. 管理ノードの電源操作 

本項では、管理ノードのシャットダウンおよび起動手順について記載しています。 

[注意] 

HCS管理ノード上では管理VM、vCSAが存在しています。管理VM上ではHCS Consoleが動作して

います。また、DNSサーバ、NTPサーバが動作している場合があります。 

管理ノードを停止した場合は、HCS ConsoleおよびvCenterでの操作ができなくなります。 

また、管理VM上にDNSサーバ、NTPサーバが動作している場合、クラスタノードのESXiが管理VM上

のDNSサーバ、NTPサーバを参照できなくなります。 

vSANサービスは上記の状況でも正常に動作しますが、vCenter、HCS Consoleの運用、監視機能等

が利用できない状態になります。 

管理ノードをメンテナンス作業等で停止する場合は、作業終了後速やかに起動してください。 

 管理ノードのシャットダウン 

本項では、管理ノードをシャットダウンする手順について記載しています。装置のメンテナンス等により、 

稼働中の管理ノードをシャットダウンする際は以下の操作を行ってください。 

1. 管理 VMに管理者権限を有するユーザでサインインした後、vSphere Clientで vCenter Serverに接続

し、ホーム画面を表示している状態でオブジェクトナビゲータの[ホストおよびクラスタ] (vSphere 7.0u3の 

場合、画面左上のメニューアイコンをクリックし、[インベントリ])をクリックします。 

 

2. vCSAおよび管理 VM以外に、管理ノード上で稼働する仮想マシンが存在する場合、該当する全ての 

仮想マシンをシャットダウンします。シャットダウン操作は、vSphere Clientのオブジェクトナビゲータで 

仮想マシン名を右クリックし、表示されたメニューで[電源]－[ゲスト OSのシャットダウン]を順に 

クリックする、もしくは、仮想マシンのコンソール画面でゲスト OSのシャットダウン操作を行う、の 

いずれでも問題ありません。 

※ 2Node構成の場合、vSphere Clientから witnessホストをメンテナンスモードに切り替えた後、 

Host Clientに接続し、witnessの仮想マシンをシャットダウンしてください。 
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※ 管理ノードが vCenter Serverで管理されていない環境では、Host Clientで上記に相当する操作を 

行ってください。もしくはリモートデスクトップで仮想マシンに接続する等した後、シャットダウン操作を行

ってください。 

3. vSphere Clientでログアウト操作を行った後、管理 VMにおいて、Webブラウザの URL欄に以下アドレ

スを入力し、[Enter]キーを押下します。 

https://<vCSAの FQDNまたは IPアドレス>:5480 

 

※ 「接続がプライベートではありません」画面が表示された場合は、[詳細設定]をクリックし表示された画面

で、[<IPアドレスまたは FQDN>に進む(安全ではありません)]クリックしてください。 

4. 「VMware vSphere® Appliance Management」の画面が表示されます。上の入力枠に root と 

入力した後、[Tab]キーを押下し、続いて下の入力枠に vCSAの rootユーザのパスワードを入力して 

[ログイン]をクリックします。 
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5. VAMIの画面が表示されますので、画面右上の[アクション]をクリックし、出てきた 

メニューの中から[シャットダウン]をクリックします。 

 

「システムのシャットダウン」ダイアログが表示されますので、[はい]をクリックします。 

 

6. 管理 VMのデスクトップ画面でシャットダウン操作を行います。 

 

なお、管理 VMにリモートデスクトップ接続を行っている環境で、メニューからのシャットダウン操作が 

抑制されている場合は、コマンドプロンプトを起動し、以下コマンドを実行してください。 

> shutdown /s 

 

※ 上記コマンドは、実行してから 1分後に管理 VMをシャットダウンします。シャットダウンを中断する 

場合は、1分以内にコマンドプロンプトで以下コマンドを実行してください。 

> shutdown /a 

なお、コマンド実行直後にシャットダウンする場合は、/sオプションの後に「/t 0」オプションを追加して 

コマンドを実行します。 

> shutdown /s /t 0 
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7. 管理ノードにおいて、2.2.2項の「ESXi Shell有効化とログイン」の手順 1から手順 7の操作を行い 

ESXi Shellの有効化を実施し、ESXi Shellに rootユーザでログインします。 

8. 以下コマンドを実行し管理ノードをメンテナンスモードに変更します。 

# esxcli system maintenanceMode set –e true 

 

続いて、以下コマンドを実行し、管理ノードをシャットダウンします。 

# esxcli system shutdown poweroff –r “<ログに記録する任意のメッセージ>” 

 

以上で管理ノードのシャットダウンは完了となります。 

 管理ノードの起動 

6.5.1項の操作でシャットダウンした管理ノードは、本項の操作で起動します。 

1. 管理ノードの、装置前面右の POWERスイッチを押下して電源を ONにします。 

 

※ 装置の STATUS ランプが緑色で点滅（毎秒 1回）している際は、点灯状態になるまで 

POWERスイッチを押下しないでください。 

2. 管理ノードが起動し、ダイレクトコンソールユーザインターフェイスの初期画面が表示されたことを 

確認した後、[Alt + F1]キーを押下して ESXi Shell画面を表示します。「login:」プロンプトの後に root と 

入力して[Enter]キーを押下し、さらに、「Password: 」の後に管理ノードの、rootユーザのパスワードを 

入力して[Enter]キーを押下します。続いて、ESXi Shellで以下コマンドを実行しメンテナンスモードの状態

を確認します。 

# esxcli system maintenanceMode get 

実行結果が Enableの場合はメンテナンスモードになっているので以下コマンドでメンテナンスモードを解除

します。 

※ 実行結果が Disableの場合は、既にメンテナンスモードが解除されていますので、以下コマンドはスキ

ップしてください。 

# esxcli system maintenanceMode set –e false 
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続いて以下コマンドを実行し、管理ノード上の仮想マシンに関する情報を表示します。 

# vim-cmd vmsvc/getallvms 

 

「Name」列の値で vCSA および管理 VM の行を特定し、それぞれの行の「Vmid」列の値を指定して以下コ

マンドを実行します。 

# vim-cmd vmsvc/power.on <管理 VMの Vmid> 

# vim-cmd vmsvc/power.on <vCSAの Vmid> 

 

※ 2 Node構成の場合は、以下コマンドで witness ノードも起動してください。 

# vim-cmd vmsvc/power.on <witnessの Vmid> 

3. 以下コマンドを実行します。 

# exit 

4. 2.2.2項の「ESXi無効化とログアウト」の手順 1から手順 3の操作を行い、ESXi Shell を無効にします。 

 

5. 管理 VMに管理者権限を有するユーザでサインインし、vSphere Clientで vCSAにログインします。 

※ 手順 2 の操作による vCSA の起動後、vSphere Client での接続が可能となるまで数分程度時間を要

します。 
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6. 6.5.1項の手順 2において管理ノード上の仮想マシンを停止した場合は、オブジェクトナビゲータで、 

停止した任意の仮想マシン名を右クリックし、表示されたメニューで[電源]－[パワーオン]を順にクリックして 

仮想マシンを起動します。本項の操作を、停止した全ての仮想マシンに対して行ってください。 

また、2Node構成の場合は wintessホストのメンテナンスモードを解除してください。 

 

※ 2Nodeで Essential Plus kitを使用する場合は、Host Clientを使用して仮想マシンの 

起動やWitnessホストのメンテナンスモード解除を実施してください。 

7. HCS Console画面で警告や異常が表示されていないか確認してください。表示されている場合は、6.1.5

項を参照しハードウェア状態のクリアを実施してください。 

以上で、管理ノードの起動操作は完了となります。 
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6.6. NEC HCS Consoleサービスの起動/停止 

サービスの停止、再起動を行う場合は以下の手順 1から実施してください。サービスの起動を行う場合は 

以下の手順 3から実施してください。 

 

 NEC HCS Consoleにログインし、画面左側のメニューで[監視]をクリックします。 

 画面上部の[ジョブ]タブをクリックするとジョブが表示されますので、実行中のジョブがないことを確認します。 

 

 管理 VMにログインします。 

 [スタート]ボタンをクリックし、[Windows 管理ツール]から[サービス]をクリックします。 

 

 サービス一覧から「PVMService」を選択し、[サービスの開始]、[サービスの再起動]、もしくは、[サービスの

停止]をクリックします。 
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6.7. ディスクリバランス 

本項は、vSANのディスクリバランスについて記載しています。 

本項の内容に関する詳細は以下Webページを参照ください。 

<https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2149809> 

<https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan-monitoring.doc/GUID-

2EC7054E-FBCC-4314-A457-3DCAEDBCBD32.html> 

 

既定の状態において、vSAN クラスタは、キャパシティデバイスの使用率が 80%に達した場合に、自動的にデ

ィスクのリバランス(リアクティブリバランス)を行います。リバランスにより、リソースが vSANクラスタ内で均等に

分散され、パフォーマンスと可用性が一定に保たれます。 

※ リアクティブリバランスは、ディスクの使用率が 80%を下回るまで継続的に実行されます。 

※ リアクティブリバランスの実行は vSANのディスクパフォーマンスに影響を与えます。リバランスの発生を少

なく抑えるため、常時 vSANキャパシティの 30%の空き容量を確保することを考慮する必要があります。 

以下の処理によりディスク使用率が 80%に到達した場合もリアクティブリバランスは実行されます： 

⚫ クラスタノードでハードウェア障害が検出された場合 

⚫ クラスタノードで[全データの移行]オプションを指定してメンテナンスモードに移行した場合 

⚫ クラスタノードで[アクセシビリティの確保]オプションを指定してメンテナンスモードに移行し、PFTT=0が割り

当てられたオブジェクトが当該クラスタノードに存在する場合 

 

また、デバイスの I/O パターンが不均等になったり、クラスタノードやキャパシティディスクの追加を行うと、

vSAN クラスタ内のキャパシティディスクの使用率がアンバランスになることがあります。 

アンバランスになった場合、自動リバランス(プロアクティブリバランス)を有効にすることで、ディスクのリバラン

スを行うことができます。 

自動リバランスが有効な場合は、クラスタ内の任意の 2 台のキャパシティディスクの使用率の偏差が、設定さ

れたしきい値を超えると自動でディスクのリバランスが行われるようになります。 

 

[注意] 

ディスクのリバランスはvSANクラスタのI/Oパフォーマンスに影響を与える可能性があります。このパ

フォーマンスへの影響を回避したい場合は、ピークパフォーマンスが必要な場合は自動リバランスを

オフにすることができます。 

自動リバランスを常時有効にするかは、お客様自身の運用方針にあわせて検討ください。 

 

vSAN クラスタのディスクの使用率がアンバランスになっているかの確認、および、アンバランスになった場合

に自動リバランスを設定する手順は以下です。 

 

アンバランスになっているかの確認は以下の手順を実施します。 

 vSphere Clientで vCenter Serverにログインします。 

 ホーム画面を表示している状態でオブジェクトナビゲータの[ホストおよびクラスタ] (vSphere 7.0u3の場合、

画面左上のメニューアイコンをクリックし、[インベントリ])をクリックします。 

https://knowledge.broadcom.com/external/article?legacyId=2149809
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan-monitoring.doc/GUID-2EC7054E-FBCC-4314-A457-3DCAEDBCBD32.html
https://docs.vmware.com/jp/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.vsan-monitoring.doc/GUID-2EC7054E-FBCC-4314-A457-3DCAEDBCBD32.html
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 更新されたオブジェクトナビゲータで vSAN クラスタ名をクリックした後、画面右の[監視]タブをクリックしま

す。 

 

 

 [監視]タブの下の[vSAN]をクリックした後、タブ画面内左のメニューで[skyline健全性]をクリックします。 

 

 [監視]タブ画面内の、健全性のチェック項目一覧で[クラスタ]配下の[vSANディスクバランス]をクリック 

します。 
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  [監視]タブ画面内右下に「vSAN ディスクバランス」の一覧が表示されますので、[概要]タブをクリックしま

す。ディスクバランスの一覧に全てのESXiサーバにおけるディスクバランスのステータスが表示されます。 

 

「最大負荷の分散」が 30%以上の場合、ディスクがアンバランスと判断され、vSAN ディスクバランスの健

全性項目が「警告」となります。 

なお、チェック結果が「警告」となった場合、「vSAN ディスクバランス」の一覧で[ディスクバランス]タブをクリ

ックした画面において、リバランスが必要なクラスタノードを確認することができます。 

 

 

自動リバランスは以下の手順で有効にすることができます。 

 

  [監視]タブ画面内の[自動リバランスの設定]をクリックします。 
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 「詳細オプション」画面が表示されますので、[自動リバランス]のチェックを有効にし、[適用]をクリックします。 

 

 健全性の画面に戻り、警告が表示されていないことを確認します。 

 

30 分以上経過すると、リバランス処理が動作し、「最大負荷の分散」の値が閾値の半分程度まで下がりま

す。 

 

以上でリバランスの実行は完了です。 

自動リバランスの設定を無効に戻す場合は、手順 2の「詳細オプション」画面を再度表示し、[自動リバラン

ス]のチェックを無効にし、[適用]をクリックします。 
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